
項 ⽬ 内 容

名称 アラビアガム、アラビアゴム、アカシアガム、アラビアゴムノキ [英]Arabic

gum、 Acacia gum、 Gum arabic Acacia [学名]Acacia senegal (L.) willd

概要 アラビアガムは、マメ科アラビアゴムノキまたはその他同属植物から取れる樹脂

で、多糖類 (アラビノガラクタン) を主成分とする⽔溶性の⾷物繊維である。⽔溶液

は低粘性で、強い乳化安定性および保護コロイド性をもつことから、⾷品添加物 (増

粘安定剤) として菓⼦やアイスクリームなどの⾷品に、また安定剤として医薬

品・化粧品・⽇⽤品にも広く使⽤が認められている。ガムシロップの名称は、シロ

ップ中の砂糖の結晶化を防⽌するためアラビアガムが添加されていたことが語源と

いわれている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・乾燥ゴム質 (枝、葉) ︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しな

い成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅

・アラビアゴム、アラビアゴム末が収載されている。

■⾷品添加物

・既存添加物︓増粘安定剤

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・主成分であるアラビノガラクタンは分⼦量22〜30万の多糖類で、少量のタンパク

質と結合したプロテオグリカンである。アラビン酸 (arabic acid) を含み加⽔分解

されてアラビノース、ガラクトース等の糖になる。またグルクロン酸等の酸、カル

シウム、マグネシウム等のミネラルを含む。
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循環器・

呼吸器

消化系・肝臓 RCT

・健康な男性51名 (平均30.9歳、オランダ) を対象とした⼆重盲検並⾏群間無作為

化⽐較試験において、アラビアガム粉末 (⽔溶性繊維≧80％) を1⽇に5、10、20、

40 g、4週間摂取させたところ、糞便中のBifidobacteriaとLactbacill (いわゆる善

⽟菌) は10 g摂取で最も増加が認められた (PMID:18466655) 。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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